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二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況
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1101 01012 一般 大学法人室総合調整等業務 ⑧

職員の服務・研修・道議会事務・文
書事務・予算・決算等課内の庶務に
関する事務全般
北海道地方独立行政法人評価委員
会の開催等に関する事務

大学法
人課

0 0 0 1.0 0.0 1.0 7,810
現状維

持

札医大は地方独立行政法人法（以
下「地独法」という。）に基づき、道が
設立、規定した中期目標を踏まえ運
営することになることから引き続き
目標による管理と評価等運営支援
が必要であるため。

○ ①
すでに、オンライン開催等により、コ
ロナ禍の状況に応じた事業内容の
見直しを図った。

現状維
持

1102 01012 一般 札幌医科大学運営費交付金 -
札幌医科大学に対する運営費交付
金の交付など札幌医科大学の運営
の推進管理

大学法
人課

0 6,592,000 6,592,000 2.7 0.0 2.7 6,613,087
現状維

持
地独法第４２条の規定に基づき交
付する必要があるため。

運営費交付金については、電気・ガ
ス等の使用量について毎年１％削
減する等、すでに削減率を決定して
いるため見直しは困難。

運営費交付金については、電気・ガ
ス等の使用量について毎年１％削
減する等、すでに削減率を決定して
いるため見直しは困難。

運営費交付金については、電気・ガ
ス等の使用量について毎年１％削
減する等、すでに削減率を決定して
いるため見直しは困難。

現状維
持

1103 01012 一般
札幌医科大学修学支援事業費補助
金

- 札幌医科大学に対する補助金の交
付等に関する事務

大学法
人課

0 34,705 34,705 0.1 0.0 0.1 35,486 現状維
持

大学等における修学支援に関する
法律に基づく事務を継続する必要
があるため。

国の高等教育無償化の対象となる
学生の学費の減免額を補助金とし
て措置するのもであり、大学等にお
ける修学の支援に関する法律に基
づく新制度のため見直しは困難。

- - -

国の高等教育無償化の対象となる
学生の学費の減免額を補助金とし
て措置するのもであり、大学等にお
ける修学の支援に関する法律に基
づく新制度のため見直しは困難。

国の高等教育無償化の対象となる
学生の学費の減免額を補助金とし
て措置するのもであり、大学等にお
ける修学の支援に関する法律に基
づく新制度のため見直しは困難。

現状維
持

1104 01012 一般
札幌医科大学施設設備整備費補助
金

- 札幌医科大学に対する補助金の交
付等に関する事務

大学法
人課

0 716,191 463,191 0.1 0.0 0.1 716,972 現状維
持

法人の基幹施設の保全・機能維持
を図るため、長期保全計画に基づく
改修工事を継続する必要があるた
め。

-

施設の新築・改築に伴う施設の改
修は、必要性や有用性を財政課と
協議の上決定しているため、見直し
は困難。

施設の新築・改築に伴う施設の改
修は、必要性や有用性を財政課と
協議の上決定しているため、見直し
は困難。

施設の新築・改築に伴う施設の改
修は、必要性や有用性を財政課と
協議の上決定しているため、見直し
は困難。

現状維
持

1105 01012 一般 札幌医科大学医療機器貸付金 - 札幌医科大学に対する貸付金の交
付等に関する事務

大学法
人課

0 532,546 12,546 0.1 0.0 0.1 533,327 現状維
持

医療機器の整備費用に係る事務を
継続する必要があるため。

中期計画期間（令和元～令和６年）
策定時に財政課と協議済のため困
難

中期計画期間（令和元～令和６年）
策定時に財政課と協議済のため困
難

中期計画期間（令和元～令和６年）
策定時に財政課と協議済のため困
難

現状維
持

1106 01012 投資的
経費B

札幌医科大学施設整備費 -
札幌医科大学及び札幌医科大学附
属病院に係る施設整備に関する事
務

大学法
人課

0 2,081,843 903,843 1.0 0.0 1.0 2,089,653
現状維

持

附属病院施設整備など、施設整備
構想や各施設整備計画に基づく改
修工事を継続する必要があるため。

-

・新棟移転に伴う既存棟の解体や
高度先進医療の開発、提供するた
めに行う工事であるため、見直しは
困難。

・新棟移転に伴う既存棟の解体や
高度先進医療の開発、提供するた
めに行う工事であるため、見直しは
困難。

新棟移転に伴う既存棟の解体や高
度先進医療の開発、提供するため
に行う工事であるため、見直しは困
難。

現状維
持

1107 01012 一般
新型コロナウイルス感染症対策補
助金

- 新型コロナウイルス感染症拡大に
伴う事務

大学法
人課

0 88,535 0 0.2 0.0 0.2 90,097 現状維
持

新型コロナウイルス感染症拡大に
伴う補助事務のため、今後の影響を
踏まえて実施する必要がある、

新型コロナウイルス感染症拡大が
いまだ収束が見えておらず、今後も
状況を注視する必要があり、見直し
を行うことは困難。

新型コロナウイルス感染症拡大が
いまだ収束が見えておらず、今後も
状況を注視する必要があり、見直し
を行うことは困難。

新型コロナウイルス感染症拡大が
いまだ収束が見えておらず、今後も
状況を注視する必要があり、見直し
を行うことは困難。

現状維
持

0 10,045,820 8,006,285 5.2 0.0 5.2 ■令和４年度　新規事業

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続
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計
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【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要
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令和３年度　事務事業評価調書 01011

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

北海道公立大学法人札幌医科大学への運
営支援

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見
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